
軍
隊
回
顧
録

―
ビ
ル
マ
戦
線
、
初
戦
の
思
い
出
―

徳
島
県

岡

文

雄

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
夏
、
日
本
男
子
と
し
て
避

け
て
通
れ
な
い
兵
役
検
査
を
受
け
た
。
身
長
に
比
べ
体
重

が
な
く
、
甲
種
で
な
く
乙
種
合
格
。
昭
和
十
四
年
四
月
十

三
日
、
多
勢
の
村
人
に
送
ら
れ
、
入
隊
す
る
た
め
徳
島
で

一
泊
、
同
僚
三
人
で
、
兵
営
ま
で
出
か
け
て
み
た
が
、
そ

の
練
兵
場
で
は
演
習
す
る
兵
隊
の
姿
は
な
か
っ
た
。

五
月
一
日
午
前
八
時
、
営
門
前
に
は
、
千
二
百
人
の
者

が
道
路
い
っ
ぱ
い
に
集
合
し
て
い
る
。
私
は
、
第
一
中
隊

に
割
り
当
て
ら
れ
、
五
班
軽
機
班
と
な
る
。

中
隊
長
は
「
た
だ
今
よ
り
、
お
前
た
ち
の
父
親
と
な
る
。

母
代
り
は
班
長
、
兄
代
わ
り
は
古
兵
で
あ
る
。
お
前
た
ち

は
忠
節
を
尽
く
し
、
礼
儀
を
重
ん
じ
、
質
素
を
旨
と
し
、

初
心
を
忘
れ
ず
、
兵
隊
ら
し
く
や
れ
。
な
お
古
兵
た
ち
は
、

他
中
隊
で
は
私
的
制
裁
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
当
中
隊
で

は
、
絶
対
や
っ
て
は
な
ら
な
い
。
肝
に
銘
じ
て
置
け
。
自

愛
を
持
っ
て
接
し
、
一
日
も
早
く
、
一
人
前
の
兵
隊
に
し

て
、
有
事
に
備
え
よ
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

入
隊
一
、
二
日
は
、
兵
舎
班
内
・
そ
の
他
施
設
の
説
明
、

軍
規
、
内
務
班
の
状
況
、
諸
規
則
の
説
明
。
三
日
目
は
、

三
種
混
合
の
注
射
後
は
無
理
に
寝
か
さ
れ
、
何
も
せ
ず
の

状
態
で
あ
っ
た
が
四
日
目
を
過
ぎ
る
と
、
が
ぜ
ん
変
っ
て

き
た
。

厳
し
い
内
務
規
則
に
、
戦
場
の
状
況
を
加
え
、
そ
れ
は

そ
れ
は
、
厳
し
さ
を
超
え
た
厳
し
さ
で
あ
っ
た
。
早
飯
早

糞
、
古
兵
の
食
器
洗
い
、
編
上
靴
の
手
入
れ
、
寝
床
の
敷

き
上
げ
等
に
、
時
間
が
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
ら
な
い
。
中

隊
長
の
私
的
制
裁
な
ら
ぬ
と
い
っ
た
事
は
い
っ
た
だ
け
で
、

隣
の
班
、
自
分
の
班
か
ら
、
怒
声
と
ビ
ン
タ
の
音
が
聞
こ

え
て
、
騒
が
し
く
な
る
。

覚
え
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
は
、
軍
人
勅
論
の
暗
唱
だ
。

中
隊
長
の
精
神
訓
練
に
は
「
忠
誠
・
礼
儀
の
項
、
暗
唱
で

き
る
者
あ
る
か
」
と
必
ず
質
問
が
あ
る
。
そ
れ
を
指
名
さ

れ
、
班
名
・
氏
名
を
大
き
な
声
で
言
っ
て
、
暗
唱
出
来
れ
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ば
、
班
長
も
全
部
い
る
し
、
以
後
の
学
科
は
、
一
応
及
第

で
あ
る
。

外
に
銃
剣
術
と
射
撃
で
あ
る
。
剣
術
は
青
年
学
校
で
や

っ
て
い
た
。
百
人
中
二
、
三
番
で
あ
っ
た
。
射
撃
は
正
直

い
っ
て
駄
目
。
今
考
え
る
と
、
そ
の
時
か
ら
乱
視
で
、
実

弾
射
撃
で
は
的
に
弾
は
当
た
ら
な
か
っ
た
。

入
隊
三
カ
月
目
に
星
二
つ
の
一
等
兵
と
な
り
直
ぐ
補
充

兵
が
入
隊
し
た
。
か
く
し
て
一
応
は
古
兵
と
な
る
。
食
器

も
洗
っ
て
く
れ
る
し
、
編
上
靴
の
手
入
れ
も
だ
。
初
年
兵

教
育
の
当
番
兵
と
な
る
。
班
長
当
番
と
ち
が
い
、
演
習
が

終
わ
る
と
鞄
を
持
っ
て
下
宿
先
ま
で
靴
磨
き
に
行
き
、
雑

用
を
す
る
。
兵
隊
は
兵
営
か
ら
娑
婆
に
出
る
の
が
無
性
に

う
れ
し
い
。

初
年
兵
係
を
約
一
年
し
て
事
務
室
要
員
と
な
る
。
人
事

係
の
日
報
や
給
与
係
の
軍
曹
の
助
手
で
あ
る
。
給
与
係
軍

曹
は
、
兵
や
下
士
官
の
給
料
を
渡
す
だ
け
で
、
事
務
は
助

手
が
全
部
や
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
で
、
日
曜
外
出
の
時
、

延
刻
を
も
ら
っ
て
家
に
帰
っ
た
も
の
で
あ
る
。

上
等
兵
の
二
年
目
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
満
期
の
話
の

出
る
こ
ろ
の
十
月
に
な
っ
て
、
兵
長
と
い
う
階
級
が
出
来
、

同
年
兵
三
人
が
進
級
し
た
。
同
時
に
、
面
会
・
外
出
禁
止
、

さ
ら
に
、
第
一
大
隊
に
自
転
車
六
百
台
が
支
給
さ
れ
た
。

満
期
の
話
は
完
全
に
吹
っ
切
れ
、
新
た
に
編
成
が
あ
り
、

夏
服
が
支
給
さ
れ
、
銀
輪
部
隊
と
し
て
南
方
行
き
と
分
か

っ
た
。

昭
和
十
六
年
十
一
月
十
五
日
、
派
遣
の
た
め
屯
営
を
出

発
す
る
。
極
秘
の
た
め
、
夕
刻
、
蔵
元
駅
で
乗
車
、
宅
間

港
で
輸
送
船
「
善
洋
丸
」
に
乗
船
、
玄
界
灘
を
通
過
す
る

こ
ろ
に
は
や
は
り
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
た
。

十
二
月
八
日
、
タ
イ
国
タ
ー
ペ
ー
沖
に
集
結
、
私
た
ち

は
、
ナ
コ
ン
に
上
陸
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
作
戦

は
平
和
進
駐
が
目
的
の
た
め
、
戦
史
に
は
小
戦
闘
し
か
書

か
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
は
大
き
な
戦
い
も
あ
っ
た
。

私
た
ち
の
第
一
大
隊
は
、
誘
導
艦
の
先
導
に
よ
り
、
予
定

の
泊
地
に
進
入
、
投
錨
。
こ
の
こ
ろ
、
天
候
は
急
変
し
て

雨
を
伴
う
突
風
は
暗
夜
の
海
上
に
吹
き
荒
れ
た
。

こ
の
時
点
で
、
平
和
進
駐
か
武
力
進
駐
か
決
定
し
て
い

な
い
南
方
軍
本
部
か
ら
、
暗
号
電
報
が
入
る
事
に
な
っ
て
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い
た
が
、
ビ
プ
ン
首
相
の
所
在
が
つ
か
め
ず
、
遂
に
時
間

切
れ
と
な
り
武
力
進
行
と
な
る
。

暁
部
隊
の
手
で
海
面
に
お
ろ
さ
れ
た
上
陸
用
舟
艇
に
は

操
舵
手
と
助
手
が
乗
り
込
み
、
本
船
の
舷
側
に
太
い
ロ
ー

プ
の
網
が
垂
ら
さ
れ
、
網
の
目
に
靴
先
を
ひ
っ
か
け
下
り

始
め
る
。
私
も
網
の
目
に
靴
先
を
ひ
っ
か
け
る
。
下
を
見

る
と
、
舟
艇
が
寄
っ
て
ま
た
ス
ー
ッ
と
離
れ
る
。
高
さ
は

二
、
三
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
高
波
の
波
頭
に
舟
艇
が
浮
き
上

が
る
。「
そ
れ
飛
べ
！
」
と
ジ
ャ
ン
プ
す
る
と
助
手
が
抱

き
止
め
て
く
れ
る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
を
誤
っ
た
者
が
海
中
へ

ド
ボ
ン
。
す
ば
や
く
差
し
出
す
竹
竿
を
つ
か
み
舟
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
者
も
あ
る
。

小
隊
五
十
四
人
、
分
隊
ご
と
に
移
乗
完
了
す
る
と
舟
艇

は
本
船
の
周
囲
を
回
っ
て
い
る
。
一
個
中
隊
の
移
乗
完
了

に
は
一
時
間
を
要
し
た
。
中
隊
は
四
隻
の
舟
艇
に
て
出
発
。

体
が
冷
え
て
小
便
が
し
た
く
な
る
。

八
時
ご
ろ
、
進
入
口
ら
し
い
七
、
八
メ
ー
ト
ル
の
芦
の

生
え
た
河
ら
し
い
も
の
を
見
つ
け
、
椰
子
・
バ
ナ
ナ
を
見

な
が
ら
進
む
。
前
方
か
ら
三
十
人
余
り
盛
装
し
た
男
女
が

乗
っ
た
舟
と
す
れ
違
っ
た
。
鉄
帽
を
か
ぶ
り
銃
を
も
っ
た

私
た
ち
を
見
て
、
な
ん
と
思
っ
た
事
だ
ろ
う
。

や
が
て
、
桟
橋
ら
し
き
も
の
が
あ
り
、
一
番
乗
り
の
私

た
ち
が
「
タ
イ
」
国
の
土
を
踏
む
。
先
ず
朝
食
を
と
飯
盒

を
取
り
出
し
た
途
端
、「
パ
ー
ン
！
」
と
一
発
小
銃
音
が

し
て
、
素
早
く
小
屋
を
飛
び
出
し
て
、
そ
の
方
向
に
体
制

を
整
え
る
。
見
る
と
前
方
五
百
メ
ー
ト
ル
に
兵
営
が
あ
る
。

中
隊
長
が
、
六
十
人
余
り
の
兵
を
連
れ
て
や
っ
て
き
た
。

大
隊
長
は
、
ま
だ
到
着
せ
ず
。
敵
方
を
見
る
と
、
大
砲
を

引
き
出
し
、
弾
丸
を
肩
に
し
た
兵
が
右
往
左
往
し
て
い
る
。

今
の
内
に
と
、
低
姿
勢
で
突
き
進
む
。

大
砲
の
発
射
音
も
す
る
が
、
高
い
椰
子
の
木
に
当
た
り
、

物
凄
い
炸
裂
音
が
す
る
だ
け
だ
。
さ
ら
に
進
む
と
、
大
砲

の
両
横
に
軽
機
関
銃
を
据
え
撃
っ
て
い
る
所
に
出
た
。
小

隊
長
が
、
あ
れ
に
突
撃
す
る
と
い
う
。
擲
弾
筒
に
掩
護
射

撃
さ
せ
る
た
め
駈
け
足
で
下
が
る
。
二
人
連
れ
て
元
の
所

に
帰
る
。
し
か
し
小
隊
長
の
様
子
が
お
か
し
い
。
や
ら
れ

た
か
と
思
い
、
駆
け
寄
る
そ
の
横
に
、
同
年
兵
の
鉄
帽
が

首
の
後
ろ
に
垂
れ
て
即
死
し
て
い
る
。
小
隊
長
は
と
見
る
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と
腹
部
が
軽
機
関
銃
に
や
ら
れ
て
い
る
。

小
隊
長
に
は
担
架
が
必
要
だ
。
そ
の
時
、
停
戦
命
令
が

出
た
の
を
知
っ
た
。
飛
ん
で
来
る
弾
も
少
な
く
な
っ
た
。

私
は
上
陸
地
点
に
下
が
り
担
架
と
衛
生
兵
を
連
れ
て
、
小

隊
長
の
下
に
戻
る
。
幸
い
に
も
、
腸
の
間
を
弾
が
貫
通
し

て
い
た
た
め
、
入
院
。
そ
の
後
、
手
当
の
甲
斐
あ
っ
て
二

カ
月
で
治
癒
、
退
院
し
て
、
追
求
し
て
き
た
。
こ
の
戦
闘

で
の
戦
死
は
七
人
だ
っ
た
。

こ
の
戦
闘
で
第
二
大
隊
は
プ
ラ
チ
ャ
ッ
プ
キ
リ
ガ
ン
へ

の
上
陸
戦
で
別
動
隊
が
通
信
施
設
を
撃
破
し
た
た
め
停
戦

命
令
が
達
せ
ら
れ
ず
、
三
十
余
時
間
の
戦
闘
と
な
り
、
戦

死
五
十
一
人
。
ま
た
、
第
九
飛
行
場
中
隊
の
乗
艇
が
敵
の

直
撃
弾
を
「
エ
ン
ジ
ン
」
に
受
け
、
三
十
五
人
全
員
が
戦

死
し
た
。
第
三
大
隊
は
チ
ュ
ン
ポ
ン
上
陸
戦
で
陸
岸
に
近

づ
い
た
と
こ
ろ
、
海
底
は
深
い
泥
沼
で
上
陸
が
困
難
、
全

員
泥
沼
を
泳
ぐ
よ
う
に
し
て
上
陸
し
た
。
軍
旗
は
第
九
中

隊
と
共
に
、
泥
海
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
の
木
造
の

桟
橋
ら
し
い
所
か
ら
上
陸
。
こ
の
上
陸
戦
で
、
中
隊
長
以

下
十
二
人
が
戦
死
し
た
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
二
十
一
日
、
ビ
ル
マ
侵
攻
作
戦
準

備
の
た
め
、
バ
ン
コ
ク
に
集
結
。
昭
和
十
七
年
一
月
一
日
、

私
た
ち
は
、
自
転
車
部
隊
と
し
て
、
国
境
の
町
メ
ソ
ー
ド

に
向
う
。
そ
の
道
中
は
人
が
通
っ
た
形
跡
も
な
い
悪
道
・

急
坂
続
き
で
、
自
転
車
に
乗
れ
た
道
程
は
少
し
で
、
四
日

を
要
し
た
。

野
営
に
は
象
や
虎
の
鳴
き
声
も
聞
こ
え
、「
絶
対
、
離

れ
て
寝
る
な
」
と
注
意
が
あ
っ
た
。
タ
イ
の
道
先
案
内
人

は
靴
を
脱
ぎ
、
紐
で
く
く
り
合
せ
て
首
に
掛
け
素
足
で
歩

く
。タ

イ
国
境
通
過
は
、
昭
和
十
七
年
一
月
二
十
日
、
私
た

ち
の
小
隊
長
は
馬
場
中
尉
に
な
り
、
ビ
ル
マ
に
進
攻
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
私
た
ち
五
十
四
人
は
、
橋
は
す
で
に
爆

破
さ
れ
て
い
た
の
で
川
に
沿
っ
て
、
四
キ
ロ
上
流
に
到
達

し
た
。
十
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
谷
が
あ
り
水
は
胸
ま
で
あ

っ
た
。
敵
が
い
る
や
も
と
緊
張
し
て
一
個
分
隊
は
服
を
着

た
ま
ま
渡
っ
た
が
、
敵
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
後
の
者
は

褌
一
つ
で
渡
り
、
一
列
に
な
っ
て
山
中
を
進
む
。

突
然
、
軽
機
関
銃
で
先
頭
を
行
っ
た
分
隊
長
が
頭
を
や
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ら
れ
、
出
血
多
量
で
衛
生
兵
長
が
、
戦
友
の
血
を
採
っ
て

輸
血
を
す
る
。
同
じ
血
液
型
で
無
く
と
も
混
ぜ
る
薬
が
あ

っ
て
、
緊
急
の
処
置
ら
し
か
っ
た
。
分
隊
長
の
体
重
は
七

十
キ
ロ
も
あ
る
の
で
、
天
幕
で
急
造
の
担
架
を
作
り
、
四

人
で
担
い
で
日
暮
れ
時
に
、
中
隊
に
復
帰
し
た
。

（
私
が
内
地
に
帰
っ
た
時
、
徳
島
陸
軍
病
院
に
い
た
が
、

見
舞
い
に
行
く
も
、
首
を
か
し
げ
て
考
え
る
が
、
私
を
思

い
出
せ
な
か
っ
た
）

こ
れ
よ
り
モ
ー
ル
メ
ン
に
向
っ
て
、
連
隊
は
行
動
を
起

し
た
。
こ
こ
は
敵
の
重
要
拠
点
と
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
兵

が
守
っ
て
い
る
。
日
照
続
き
で
田
園
は
白
く
乾
き
、
大
き

く
裂
け
て
足
に
響
く
。
弾
丸
も
余
分
に
携
行
し
て
い
て
、

ひ
ど
く
疲
れ
て
き
た
。

私
が
、
ロ
バ
を
見
つ
け
「
小
隊
長
、
乗
っ
て
下
さ
い
」

と
い
う
と
、
人
情
深
い
馬
場
中
尉
は
「
私
は
大
丈
夫
。
弱

っ
て
い
る
兵
を
乗
せ
」
と
い
う
。
兵
の
装
具
を
乗
せ
て
い

く
こ
と
に
し
た
。
小
さ
な
部
落
よ
り
少
し
離
れ
た
所
で
野

宿
す
る
。
私
が
、
歩
哨
割
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
小
隊
長

が
「
歩
哨
は
よ
い
。
私
が
起
き
て
い
る
」
と
い
う
。
現
地

人
の
話
で
は
静
か
で
敵
の
気
配
も
な
い
よ
う
で
、
私
と
小

隊
長
二
人
で
お
き
て
い
る
こ
と
に
し
た
が
日
が
落
ち
る
と
、

や
は
り
眠
く
な
る
。

私
は
、
朝
の
冷
気
に
目
が
覚
め
、
小
隊
長
も
鼾
を
か
い

て
い
る
。
見
渡
す
と
、
隊
員
も
死
ん
だ
よ
う
に
寝
て
い
る
。

集
合
を
か
け
、
人
員
を
調
べ
る
と
、
矢
川
上
等
兵
が
い
な

い
。
小
隊
長
が
「
集
合
ラ
ッ
パ
を
吹
け
」
と
い
う
。
一
回

吹
く
と
、
矢
川
が
、
家
の
中
か
ら
走
り
出
て
き
た
。
無
歩

哨
で
、
事
故
も
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

モ
ー
ル
メ
ン
は
、
第
二
、
第
三
大
隊
が
攻
撃
し
、
私
た

ち
第
一
大
隊
は
サ
ル
ビ
ン
川
を
渡
り
、
モ
ー
ル
メ
ン
の
敵

が
敗
走
し
て
く
る
の
を
待
ち
受
け
た
。
一
抱
も
あ
る
材
木

を
道
に
横
た
え
た
。

十
二
時
ご
ろ
、
砂
煙
を
上
げ
て
五
台
の
装
甲
車
が
、
軽

機
関
銃
を
撃
ち
な
が
ら
走
っ
て
く
る
。
我
が
方
も
、
一
斉

攻
撃
を
す
る
。
先
頭
車
は
、
倒
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
、

材
木
を
飛
び
越
し
て
逃
走
す
る
。
他
の
車
は
、
道
路
上
に

停
止
、
軽
機
の
銃
口
は
空
に
向
い
て
い
る
。

マ
ル
タ
バ
ン
占
領
は
昭
和
十
七
年
二
月
十
日
で
、
こ
れ
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よ
り
部
隊
は
ペ
グ
ー
に
向
っ
た
。
ペ
グ
ー
攻
撃
は
、
善
通

寺
連
隊
で
、
第
一
大
隊
は
、
そ
の
予
備
隊
と
な
る
。
そ
の

時
、
我
が
軍
の
戦
車
が
十
台
余
り
到
着
し
て
英
軍
戦
車
に

発
砲
。
見
事
に
命
中
す
る
が
、
そ
の
戦
車
は
、
装
甲
が
厚

く
て
、
弾
を
受
付
け
な
い
。
や
が
て
、
敵
の
砲
は
日
本
軍

戦
車
に
向
け
発
射
さ
れ
た
。
瞬
時
に
燃
え
上
が
り
、
一
台

が
逃
げ
帰
っ
た
。
そ
の
内
、
敵
が
退
却
。
私
た
ち
は
、
ラ

ン
グ
ー
ン
に
向
う
が
、
命
令
変
更
に
な
り
、
引
き
返
し
、

マ
ン
ダ
レ
ー
に
向
う
。

昭
和
十
七
年
三
月
二
十
二
日
、
私
た
ち
第
一
大
隊
は
ナ

ン
チ
ヤ
ン
攻
撃
を
命
ぜ
ら
れ
、
水
の
無
い
小
さ
な
川
を
進

む
。
右
側
が
竹
薮
で
、
私
た
ち
の
小
隊
は
前
方
の
潅
木
の

中
に
陣
を
取
る
。
こ
の
戦
闘
は
、
今
ま
で
に
無
い
苦
戦
で
、

三
日
間
、
多
数
の
敵
に
包
囲
さ
れ
、
重
機
も
弾
不
足
で
連

射
が
出
来
ず
、
敵
の
姿
が
見
え
て
も
五
、
六
発
ず
つ
し
か

撃
て
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
状
態
だ
っ
た
時
、
三
島
重
砲
が
来
て
く
れ
た
。

命
令
に
「
〇
時
〇
分
か
ら
三
島
重
砲
が
発
射
す
る
か
ら
、

全
員
、
両
目
・
両
耳
を
指
で
押
さ
え
て
待
て
」
と
い
う
。

や
が
て
時
間
通
り
初
弾
が
発
射
さ
れ
た
。
そ
れ
は
未
だ
聞

い
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
音
で
、
腹
の
底
に
沁
み
込
む
よ

う
で
、
そ
れ
が
連
続
で
発
射
さ
れ
る
。
四
門
ぐ
ら
い
の
数

だ
っ
た
。
敵
の
砲
弾
も
飛
ん
で
き
た
が
、
敵
砲
弾
が
や
が

て
う
ち
負
け
て
沈
黙
し
た
。
そ
の
重
砲
の
威
力
で
、
あ
れ

ほ
ど
多
く
い
た
敵
も
、
潮
が
引
く
ご
と
く
逃
げ
去
っ
た
の

で
あ
る
。

昭
和
十
七
年
三
月
二
十
八
日
、
ナ
ン
チ
ヤ
ン
占
領
、
退

却
し
た
一
部
が
エ
ダ
ッ
セ
に
陣
を
敷
い
て
い
る
と
の
情
報

で
、
私
た
ち
中
隊
が
攻
撃
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
た
ち
小

隊
が
先
兵
と
し
て
、
二
日
目
に
エ
ダ
ッ
セ
に
着
き
、
こ
こ

か
ら
散
開
し
て
進
む
。
突
然
、
小
高
い
所
か
ら
雨
あ
ら
れ

の
射
撃
を
受
け
、
そ
の
弾
が
土
煙
を
上
げ
て
、
突
き
刺
す

よ
う
に
体
の
周
囲
に
飛
ん
で
く
る
。
友
軍
の
掩
護
射
撃
が

あ
っ
て
、
五
十
人
中
負
傷
者
も
な
く
、
エ
ダ
ッ
セ
を
占
領

し
た
。

昭
和
十
七
年
四
月
二
十
日
、
マ
ン
ダ
レ
ー
攻
略
戦
に
進

む
。
二
十
メ
ー
ト
ル
は
優
に
あ
る
舗
装
道
路
を
、
何
万
と

い
う
大
部
隊
が
、
押
し
つ
押
さ
れ
つ
、
後
に
な
り
先
に
な
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り
、
マ
ン
ダ
レ
ー
城
に
殺
到
し
て
い
く
。

空
に
は
、
百
機
を
越
え
る
友
軍
機
が
銀
翼
を
重
ね
て
、

ビ
ル
マ
北
辺
へ
飛
ん
で
い
く
。

と
こ
ろ
が
、
奇
怪
千
万
な
こ
と
に
、
私
た
ち
第
五
十
五

師
団
が
マ
ン
ダ
レ
ー
入
口
ま
で
着
く
と
、
軍
司
令
部
か
ら

入
城
ス
ト
ッ
プ
の
命
令
が
下
っ
た
。
四
国
の
第
五
十
五
師

団
が
東
部
ビ
ル
マ
の
主
役
で
あ
り
な
が
ら
首
都
ラ
ン
グ
ー

ン
に
続
き
、
古
都
マ
ン
ダ
レ
ー
へ
の
入
城
も
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
ら
れ
た
。

そ
の
理
由
は
伝
わ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
第
五
十
五
師

団
長
が
、
満
州
で
憲
兵
司
令
官
を
し
て
い
た
こ
ろ
、
現
第

十
五
軍
司
令
官
の
非
違
行
為
を
職
権
に
よ
り
戒
め
た
、
そ

の
は
ら
い
せ
だ
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

マ
ン
ダ
レ
ー
郊
外
で
待
機
中
、
連
隊
に
新
た
な
任
務
が

課
せ
ら
れ
、
昭
和
十
七
年
五
月
九
日
、
五
百
キ
ロ
奥
地
の

要
害
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
に
進
攻
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
た
ち

第
一
大
隊
は
、
舟
艇
で
イ
ラ
ワ
ジ
川
を
遡
航
、
戦
闘
も
な

く
昭
和
十
七
年
五
月
十
九
日
、
バ
モ
ー
に
上
陸
、
二
十
七

日
、
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
に
進
攻
、
敵
は
国
境
線
へ
敗
走
し
、

英
軍
の
残
し
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
付
の
官
舎
に
分
屯
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

以
上
で
、
北
部
ビ
ル
マ
全
作
戦
は
終
了
し
た
。
昭
和
十

七
年
五
月
二
十
六
日
よ
り
十
二
月
二
十
九
日
ま
で
の
警
備

駐
屯
は
内
地
兵
営
と
同
じ
で
、
日
曜
の
外
出
も
あ
り
、
軍

旗
祭
も
挙
行
さ
れ
た
。
私
は
、
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
で
マ
ラ
リ

ア
を
発
病
し
、
二
カ
月
入
院
し
、
昭
和
十
七
年
九
月
二
十

八
日
、
中
隊
復
帰
し
た
。

昭
和
十
七
年
十
二
月
、
私
た
ち
第
一
中
隊
の
生
き
残
り

四
年
兵
十
一
人
が
「
満
期
要
員
」
と
な
る
。
文
字
に
す
る

と
四
文
字
だ
が
、
大
き
な
、
大
き
な
、
感
情
が
含
ま
れ
い

る
。私

た
ち
は
、
夢
に
ま
で
見
た
内
地
・
日
本
に
帰
る
事
が

出
来
る
。
手
を
叩
き
、
喜
び
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
後
に
残

る
百
六
十
人
の
者
は
、
新
た
な
戦
場
に
行
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
思
う
と
、
す
ま
な
い
と
思
う
気
も
す
る
の
で
あ
る
。

【
解

説
】

体
験
記
筆
者
は
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
三
月
、
勝
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浦
町
で
岡
照
雄
の
長
男
と
し
て
誕
生
、
横
瀬
町
立
尋
常
高

等
小
学
校
を
卒
業
す
る
。
そ
の
後
、
横
瀬
生
比
奈
産
業
学

校
を
経
て
横
瀬
町
勧
業
課
農
業
技
術
員
見
習
と
な
り
、
農

協
の
前
進
で
あ
る
横
瀬
町
信
用
組
合
書
記
な
ど
を
勤
め
る
。

「
私
は
、
タ
バ
コ
は
吸
わ
ず
、
酒
も
好
き
で
な
い
。
甘
い

品
に
は
目
が
な
い
。
そ
ん
な
関
係
で
、
胃
が
悪
く
身
長
に

比
べ
体
重
が
な
く
、
徴
兵
検
査
も
第
一
乙
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
」
と
述
懐
す
る
。

そ
し
て
昭
和
十
四
年
四
月
、
現
役
兵
と
し
て
歩
兵
第
四

十
三
連
隊
に
入
隊
す
る
。
同
連
隊
は
通
称
「
錦
第
二
四
三

五
部
隊
」
で
第
十
一
師
団
に
属
す
る
。

続
い
て
昭
和
十
六
年
九
月
、
臨
時
編
成
下
令
に
よ
り
歩

兵
第
百
四
十
三
連
隊
（
壮
第
八
四
一
六
部
隊
）
第
一
中
隊

に
編
入
さ
れ
、
十
一
月
十
五
日
、
ビ
ル
マ
派
遣
の
た
め
宅

間
港
か
ら
「
善
洋
丸
」
に
て
タ
イ
国
タ
ー
ペ
ー
国
に
集
結

し
た
。

太
平
洋
戦
争
開
戦
前
に
お
け
る
南
方
方
策
の
中
で
タ
イ

国
に
対
す
る
外
交
戦
略
は
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
タ
イ

国
を
日
本
の
陣
営
に
引
き
入
れ
、
こ
れ
が
安
定
確
保
を
図

る
こ
と
は
、
長
期
持
久
作
戦
遂
行
の
上
に
お
い
て
も
絶
対

不
可
欠
の
要
件
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
国
の
動
向
は
、
当

時
の
ピ
ブ
ン
首
相
の
親
日
的
態
度
と
独
裁
力
に
期
待
す
る

部
分
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
同
国
の
複
雑
な
国
内
情
勢
、

さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
側
の
出
方
も
懸
念
の
要
因
で
も
あ
っ
た
。

体
験
記
に
も
記
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
タ
イ
国
が
厳
正
中

立
を
標
榜
し
て
い
る
中
で
、
南
方
軍
で
は
友
好
進
駐
実
現

の
た
め
中
部
タ
イ
へ
の
進
駐
を
八
日
正
午
ま
で
遅
ら
せ
て

い
る
。
そ
し
て
当
時
の
戦
闘
の
体
験
を
書
い
て
い
る
が
、

八
日
正
午
に
は
、
タ
イ
国
は
日
本
軍
の
通
過
容
認
並
び
に
、

こ
れ
に
伴
う
便
宜
供
与
、
さ
ら
に
は
日
・
タ
イ
両
軍
の
衝

突
回
避
に
つ
い
て
の
了
解
が
成
立
し
て
い
る
。
か
く
し
て

南
方
軍
ビ
ル
マ
作
戦
を
担
当
す
る
第
十
五
軍
下
で
第
三
十

三
師
団
と
共
に
、
所
属
す
る
第
五
十
五
師
団
が
進
駐
を
開

始
し
た
。

昭
和
十
八
年
十
月
十
二
日
、
五
年
五
カ
月
の
軍
隊
生
活

を
終
え
た
が
、
昭
和
二
十
年
一
月
、
臨
時
召
集
に
よ
り
歩

兵
第
百
四
十
三
連
隊
補
充
隊
に
応
召
、
第
二
中
隊
付
き
で

那
賀
大
野
村
で
の
作
業
中
隊
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
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内
地
防
衛
に
就
き
、
同
年
九
月
十
四
日
小
松
島
で
召
集
解

除
、
復
員
す
る
。

ビ
ル
マ
戦
線
と
い
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
共
に
太
平

洋
戦
争
時
の
悲
惨
な
戦
場
と
し
て
思
い
出
さ
れ
る
。
当
時
、

部
隊
は
苦
闘
は
す
る
も
の
の
連
戦
連
勝
、
負
け
戦
は
知
ら

な
い
で
、
内
地
に
帰
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
で
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ル
マ
戦
線
の
敗
戦
前
後
の

苦
労
や
後
退
に
後
退
を
続
け
た
惨
状
の
体
験
は
な
い
。
た

だ
終
戦
後
の
戦
友
会
で
聞
い
た
、
そ
の
後
の
ビ
ル
マ
戦
線

の
実
情
を
次
の
ご
と
く
語
っ
て
く
れ
た
。

「
昭
和
二
十
年
ご
ろ
よ
り
、
武
器
弾
薬
食
糧
の
補
給
、

意
の
ご
と
く
な
ら
ず
、
形
勢
逆
転
、
転
進
（
敗
退
）
が
多

く
な
っ
て
き
た
。
ペ
グ
ー
集
結
で
は
、
毎
日
降
雨
の
中
、

泥
塗
れ
の
行
軍
で
、
靴
は
破
れ
、
服
は
千
切
れ
、
綴
れ
を

縫
い
、
靴
底
は
擦
り
切
れ
、
生
身
の
素
足
で
歩
く
。

道
端
で
眠
っ
て
い
る
兵
士
を
、
死
ん
で
い
る
と
思
っ
て
、

靴
を
脱
が
し
始
め
る
と
、『
俺
は
未
だ
生
き
て
い
る
ん
だ
。

欲
し
か
っ
た
ら
、
死
ん
で
か
ら
取
れ
』
と
言
わ
れ
、
慌
て

て
去
っ
て
行
っ
た
兵
も
あ
る
。
被
服
以
上
大
切
だ
っ
た
の

が
、
食
糧
と
手
榴
弾
で
あ
り
、
誰
し
も
が
欲
し
が
っ
て
い

た
。二

カ
月
余
り
で
、
師
団
の
集
結
も
終
わ
り
、
次
は
絶
対

に
越
さ
ね
ば
な
ら
な
い
難
所
、
シ
ッ
タ
ン
河
の
渡
河
で
あ

る
。
山
を
下
り
る
道
路
上
に
は
、
敵
戦
車
と
歩
兵
が
い
て
、

通
る
事
が
出
来
な
い
。
豪
雨
で
、
大
海
原
と
な
っ
た
田
圃

を
胸
ま
で
漬
か
り
、（
日
本
と
覚
し
き
東
の
方
向
に
）
落

ち
延
び
て
行
く
。

そ
の
こ
ろ
、
ビ
ル
マ
は
、
至
る
所
に
反
乱
軍
が
い
て
、

ど
の
部
落
に
も
容
易
に
近
づ
く
事
も
出
来
な
い
。
必
死
に

落
ち
延
び
て
行
く
。

足
に
当
た
る
物
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
に
出
発
し
た
将

兵
の
精
根
尽
き
果
て
た
遺
骸
で
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
、
道

標
に
も
な
っ
た
。

飢
え
と
疲
労
を
乗
り
切
っ
て
シ
ッ
タ
ン
河
に
着
く
。
銃

と
剣
は
持
っ
て
い
る
が
、
将
兵
の
髪
髭
は
茫
々
で
、
体
は
、

骸
骨
に
皮
を
被
せ
た
よ
う
な
姿
に
な
っ
て
、
そ
ん
な
体
で
、

泳
ぎ
の
心
得
が
有
ろ
う
と
無
か
ろ
う
と
、
丸
裸
に
な
っ
て
、

地
獄
の
河
に
身
を
投
じ
て
行
く
の
で
あ
る
。
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大
型
筏
に
乗
っ
た
の
は
、
軍
旗
と
一
部
の
本
部
要
員
の

み
。
他
の
将
兵
は
、
四
、
五
人
の
組
み
と
な
り
、
竹
五
、

六
本
の
小
さ
な
筏
を
作
り
、
装
具
を
積
み
、
身
を
託
し
て

行
く
の
で
あ
る
。

数
日
来
、
上
流
地
点
で
渡
っ
た
他
部
隊
の
内
、
精
根
尽

き
果
た
し
、
溺
死
し
た
屍
体
が
「
ガ
ス
」
で
膨
張
し
、
胴

体
が
一
抱
え
に
も
膨
れ
上
が
っ
て
、
腹
を
上
に
向
け
、
流

さ
れ
て
来
た
何
万
の
将
兵
の
死
体
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い

っ
た
」

航
空
整
備
兵

―
終
戦
の
年
の
応
召
―

神
奈
川
県

山

田

富

続

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
五
月
、
小
生
が
勤
務
し
て

い
た
高
座
海
軍
工
廠
総
務
部
人
事
課
に
お
い
て
、
あ
る
日

突
然
、
上
司
よ
り
「
君
は
当
廠
の
基
幹
要
員
な
の
で
兵
役

延
期
の
申
請
を
し
て
お
い
た
か
ら
了
解
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
告
げ
ら
れ
た
。
小
生
も
そ
れ
ほ
ど
期
待
さ
れ
て
い

る
の
か
と
少
々
照
れ
た
が
「
そ
う
で
す
か
、
あ
り
が
と
う

存
じ
ま
す
」
と
回
答
し
て
お
い
た
。

戦
局
は
緒
戦
の
勢
い
を
失
い
、
今
や
一
億
総
決
起
と
神

洲
不
滅
の
思
い
を
信
じ
な
が
ら
、
毎
日
銃
後
の
守
り
と
軍

需
品
生
産
に
粉
骨
砕
身
、
各
人
汗
し
て
戦
っ
て
い
た
。

昭
和
十
九
年
七
月
に
入
り
、
当
局
よ
り
町
役
場
を
通
し

て
矢
継
ぎ
早
に
左
記
の
よ
う
な
通
達
指
示
あ
っ
た
。

七
月
三
日

徴
兵
検
査
に
関
す
る
通
達
事
項

七
月
二
十
八
日

壮
丁
皆
泳
鍛
錬
訓
練

一
日

７４
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